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オレンジから地球全体へ 

オレンジを使って、地球の層構造の異なる密度をモデル化する 
 

この活動はオレンジを使って地殻や地球内部の層の

密度の違いを演示するものである。 

 
 
 

   地殻 

 

マントル 

 
   外核 

 

内核 
 
 
 
 
 
 
 

 
地球の層構造 

 

生徒への質問： 

• オレンジを丸ごと水に入れたらどのようにな

るか？ 

• オレンジの皮をむいてから水にいれたらどのよ

うになるか？ 

• オレンジの皮を水にいれたらどのようになる

か？ 

次に、実際に確かめるよう生徒に指示する。 

オレンジの皮をむくときには、できるだけ皮がひ

とつにまとまるようにする。 

 

科学者が、地球全体の相対密度が 5.5で、地殻の岩石

の相対密度はそれより低い 3.0だということを明らか

にしたことを生徒に話す。このことから、地球内部の

層はオレンジのように地殻よりも密度が高くなければ

ならない。 

 

水に入れたオレンジとオレンジの皮 

写真：Elizabeth Devon 

 

……………………………………………………………………………………………………………………………………. 

指導の要領： 

 
題名：オレンジから地球全体へ 

 

副題：オレンジを使い、地球の層構造の異なる密度

をモデル化する 

 

概要：この活動は密度と地球の層構造に関する授業

の一部である 

 

対象年齢：10–16歳 

 

活動時間：20分 

 

学習効果： 

• ひとつの物体が密度の異なる複数の層からでき

ていることを認識できる 

• 地球が密度の異なる層からできていることを示す

ためにモデルを用いることができる 

 

活動内容と関連事項： 

オレンジは、中央部（マントル/核）の相対密度が高

く、皮（地殻）の密度が低い点で地球と似ている。 

質問の解答： 

• オレンジを丸ごと水に入れたらどのようになる

か？ オレンジは水に浮く。オレンジの質量は同

体積の水の質量よりも軽い 

• オレンジの皮を水にいれたらどのようになるか？ 

オレンジの皮は密度が低く、物質を吸収しないの

で水に浮く 

• オレンジの皮をむいてから水にいれたらどのよう

になるか？ 皮をむいたオレンジは水に沈む。こ

れは、オレンジの質量が同体積の水の質量よりも

重いためである 

 

発展的な活動： 

数式を使用できる場合、質量と体積からオレン

ジ全体および皮、皮をむいたオレンジの密度を

もとめられる 

密度  (g/cm3) =  
質量 (g)

体積 (ml)
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地球の大きさと質量を知る方法を調べる（大きさは

衛星で測定されているが、地球の円周は、エジプト

の二地点における夏至正午の太陽高度と二地点間の

距離の測定から、紀元前 250年にエラトステネスに

よって初めて求められた。その誤差はわずか 1％ほ

どだった！地球の質量はニュートンの重力方程式を

用いて計算される）。 

 

活動に関する原理・原則： 

• 地球は密度の異なる同心円状の層からなる 

• 地球全体の相対密度（5.5）から、中心部の密

度は地殻（平均相対密度 3.0）の密度よりも高

くなければならないと結論付けられる 

思考力の発達： 

• オレンジは中心部と外層があり、地球にも核とそ

の外側の層がある（パターンの認識、建設的な思

考） 

• オレンジ全体は水に浮く一方、皮をむいたオレ

ンジは浮かない（認知の矛盾） 

• オレンジ全体は水に浮き、中心部は浮かない理

由を説明する（メタ認知） 

• オレンジの各部の密度は地球の各層の密度の関係

と類似する（関連付けの思考） 

準備するもの： 

• オレンジを水に浮かべられる大きさの容器 

• オレンジ数個 

 

参考になるサイト： 

http://scign.jpl.nasa.gov/learn/plate1.htm 

http://www.moorlandschool.co.uk/earth/earths_struct 

ure.htm 
 

   地殻、固体 (3.0) 

 
マントル、固

体 (3.3 - 5.7) 

  外核、液体 
(9.9 - 12.2) 

内核、固体 (12.6 

- 13.0) 

原典： 

Abigail と David Brown が考案した活動を発展させ

た 

 
 
 
 
 

 
地球の層構造、固体か液体か、および相対密度 
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